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樟樟のの青青葉葉  
くく  すす  ああ  おお  ばば  



早津江病院理念 

博愛の心を持ち、躍動感に溢れた医療を実施する為に、ここ（早津江病院）に集い、 

われらの英知を傾けよう。 

          は：博愛 こころ 精神 

          や：躍動 活気ある病院 前向きな姿勢 

          つ：集い チーム医療 

          え：英知 創造 判断力 

基本方針 

＊開かれた精神医療をめざすために、チーム医療の充実を図り、専門医療を確立する。 

＊精神障害者の偏見を取り除き、患者の権利・患者の尊厳を守り、患者中心の医療を 

実践する。 

＊障害者と地域との共存を図るために積極的に地域活動への参加を行う。 

   

   

   
元号が令和になって最初の広報誌

向けの院長挨拶となります。みなさん

は、元号が平成から令和になり何か変

化はございましたか。当院では、令和

になって”地域移行機能強化病棟の運

営”と”受動喫煙防止法による建物内

が全面禁煙”が開始となりました。 

 ”地域移行機能強化病棟”は、主に

入院期間が１年以上の患者さんにつ

いて、これまでより病棟相談員の人員

体制を厚くして退院への取り組みを

強化する病棟となっています。ご不明

な点がございましたら、問い合わせ先

は事務部長となっています。何なりと

お尋ねください。 

”受動喫煙防止法による建物内全面

禁煙”については、法律により医療機

関全てにおいて、建物内での喫煙が規

制されたものです。患者さんにはご不

便をお掛けしますが、ご協力の程、お

願いいたします。 

さて、今年の佐賀県は梅雨入りが平

年に比べ２週間以上も遅く、水不足が

心配される一方で、同じ九州でも南 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早津江病院 院長 

松永 高政 

部（熊本、宮崎、鹿児島）では、記録

的な大雨となり甚大な被害が出てお

ります。昨今、異常気象という単語で

一括りに出来ないほど、毎年大雨によ

る被害が発生しています。当院では、

災害に備え飲料水や食事の備蓄など

を行っていますが、まだ万全な状態と

は思っていません。引き続き、災害に

対する備えを積み重ねて行きたいと

思います。また、他地域で被害が出た

場合には、その被害への対応を出来る

限り行って参ります。 

それでは、これから暑い日が続くと

思いますが、お身体をお大事にお過ご

しください。 

院長挨拶 



 

 

地域奉仕活動について 
 

当院では毎年、地域奉仕活動として、地域の除草作業・ゴミ拾いを行ってい

ます。今年度も地域奉仕活動を行いました。 

第１回の地域奉仕活動は５月９日（木）に米納津公園の除草作業を行いまし

た。前日から雨天であり、予定通り開催できるか心配されましたが、雨も上が

り、多くの職員が参加し、無事に作業を行うことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

第２回の地域奉仕活動は６月１日（土）に病院周辺のごみ拾いを行いました。

職員がそれぞれのグループに分かれてごみ拾いを行い、道端に捨てられている

様々なごみを回収しました。回収したごみを分別すると、中には危険とも思わ

れるごみも多くありました。 

除草作業もごみ拾いも地域への奉仕活動ではありましたが、職員同士で話を

しながら作業を行うことでよいコミュニケーションを取ることも出来ました。

また、集めた草やゴミの山を見ると、すっきり晴れやかな気持ちになりました。

今後もこの様な活動を続けていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

開院 63 周年記念式典・祝賀会 
 

令和元年 5 月 20 日（月）に、医療法人樟風会 早津江病院開院 63 周年記

念式典・祝賀会が開催されました。開催場所はアイランドヒルズ迎賓館にて、

夜勤者を除いた総勢 165 名の樟風会職員と来賓の皆様にご参加いただきまし

た。 

開院 63 周年記念式典は、永年勤続者と研修会により多く参加した職員に表

彰があり、それぞれの職員に賞状と記念品の贈呈がありました。今年度の永年

勤続者は 37 名、研修会(ポイント)は 13 名の方が表彰されました。 

 

 

永年勤続表彰者（一部抜粋） 

勤続 30 年 橋本雅彦（医師） 他１名 

勤続 25 年 吉田道子（検査技師）他 4 名 

他 30 名 計 37 名 

勤続 20 年 5 名、勤続 15 年 6 名 

勤続 10 年 8 名、勤続 5 年 11 名 

 

 

 

～～～航空券抽選～～～ 

 昨年度より始まった職員への佐賀国際空港と羽田国際空港の 

往復特典航空券プレゼントですが、今年は開院記念式典の 

アトラクションとしてペアチケットが用意されました。 

抽選の結果、見事！！リハビリ課の林 真生課長が当選されました。 

永年勤続者表彰 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 松永啓介 院長 松永高政 

早津江病院の歌 斉唱 

看護部長より留学生の紹介・ 

インタービューがありました。 



ようこそ！留学生 
 

 特定医療法人樟風会では、「外国人介護福祉士育成事業」を行う佐賀県介護老

人保健施設協会及び外国人留学生育成協会等とタイアップしてミャンマーから

の留学生をサポートすることになりました。 

 令和元年度に上記団体が同事業でミャンマーから受け入れる留学生は４５名

（男性９名、女性３５名）で、その内女性６名を県内３つの医療施設でサポー

トすることになりました。 

 医療施設がサポートする６名の女性留学生は、佐賀女子短期大学の留学生別

科（１年間）で日本語及び介護の基礎を習得した後、地域みらい学科（２年間）

に進学して介護福祉士資格取得に向けた教育を受け、介護福祉士の資格取得後、

当法人にて就労する予定です。 

 当法人がサポートする留学生は、下記の２人です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｚｉｎ Ｚｉｎ Ｍａｕ（ジン・ジン・モー）さん 

 こんにちは、Ｚｉｎ Ｚｉｎ Ｍａｕ（ジン・ジン・モー）です。

出身はミャンマーのパコックです。二度目の来日になりますが、佐

賀県は初めてです。佐賀は、色んなお花が咲いて綺麗なので楽しく

過ごしています。今は、学校で日本語の読み書きの勉強や、病院で

患者さんのお世話をしています。ミャンマーに帰ったら、日本で習

った介護等についてミャンマーの人たちに教えてあげたいと思って

います。よろしくお願いします。 

Ｋａｙ Ｋａｙ ００（ケイ・ケイ・ウー）さん 

 こんにちは、Ｋａｙ Ｋａｙ ００（ケイ・ケイ・ウー）です。

出身はミャンマーのバゴーです。佐賀は、お天気も良く、色んな車

も走っていて見るのが好きです。病院での仕事は初めてなので心配

しましたが、皆さんが良くしてくれるので助かっています。日本に

いる間には、介護だけでなく、お祭りや日本の習慣についても勉強

したいと思っています。また、樟風会のバルーンに乗って佐賀市を

上空から見たいとも思っています。よろしくお願いします。 

編集後記 

 各所で梅雨も終わりが近づき、明ければ海開きもすぐそこまで、というところまできました。これ

から暑さも徐々に厳しくなり、夏真っ盛りを迎えます。小まめな水分補給・休憩を心がけ、体調には

十分気を付けて夏を楽しみましょう。                  広報イベント委員会 

 


